
従来、Tiを熱酸化処理させてできるのはルチル型結晶構造のTiO2であり、
可視光照射下での光触媒活性は示さないと言われてきた。一方、TiO2に 
Auを添加することにより可視光域で光触媒活性を示すことが報告されている
。
本発明は、貴金属(Au, Ag, Pt, Pd)を添加した貴金属-Ti基板を大気
中で熱酸化[2]もしくはTi基板のAr-CO雰囲気で炭化後に大気中で熱
酸化[3]させるという簡便かつ低コストな方法により、ルチル型もしくはアナタ
ーゼ型の結晶構造で、膜厚1 μm以下の可視光応答型の光触媒活性を
有する貴金属含有TiO2コーティング膜を得ることを可能にした。その他本発
明の特徴としては、表面の審美性があること、基材への密着力が強 いことが
ある。
さらには、スパッタ等を用いて貴金属薄膜をコーティングした後のTiの熱酸
化においても、貴金属含有TiO2コーティング膜を得ることができ、貴金属使
用量の低減も可能である[4]。

応用例

 可視光を当てて抗菌・抗ウイルスできる人工歯根
 ドアノブなど不特定多数が触れる部分へのコーティング
 審美性が求められる光触媒コーティング
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